
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

   

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３（２０２1）年 

8 月 1 日発行 

本部・三原地域センター（三原市総合保健福祉センター４階） 電話 （０８４８）６３－０５７０ ＦＡＸ （０８４８）６３－０５９９ 

本郷地域センター（三原市本郷福祉センター） 電話（０８４８）８６－３６０７  ＦＡＸ（０８４８）６０－６０６４ 

久井地域センター（三原市久井保健福祉センター）電話（０８４７）３２－７１０１  ＦＡＸ（０８４７）３２－５０１１ 

大和地域センター（三原市大和保健福祉センター）電話（０８４７）３４－１２１４  ＦＡＸ（０８４７）３５－３０２０ 

 

大和地域センター 

 開催への不安が大きかった東京オリンピックも始まり、テレビ越しの応援ではありますが、日本選手の活躍に

日々元気をもらいますね。一方で、市内では再び新型コロナ感染者が増えており、活動への不安が高まってい

ます。改めて、感染対策に意識した活動をお願いします。 

 

大和町の大草地域で、7月 17日（土）に、第1回目となる「大草高齢者等の支援の連絡会議」が開

催されました。この会議は、コロナ禍で見えにくくなった高齢者の様子や福祉活動の状況を共有する

ことを目的に、「おおぐさ夢プラン実行組織」の高齢者支援部会が中心となり開催したもので、部会員

の他に、大草地域の民生委員と社協が参加しました。 

参加者からは、「外出しない機会が増えて，生活に様々な支障が出ている。」、「外出の機会が何かな

いか。」といった地域の高齢者の様子を心配する声が上がりました。福祉活動に携わる方からは、「コ

ロナ禍でも、道や庭でお会いした際に声をかけて、様子を気にしている。」、「ゴミの分別が難しい方が

増えて、支援内容と合わない場面が増えてきた。」といった話が聞かれました。コロナ禍の福祉活動の

状況だけでなく、活動の悩みを共有する機会にもなり、充実した意見交換となりました。 

 高齢者支援部会部長の岡本秀隆さんは、「今後は高齢者に関する協議だけでなく、地域の様々なこと

について話し合い、考える会議にしていきたい。」、「最終的には年齢や世代を問わず、地域に住んでい

る方々が安心・安全に住むことができる地域づくりの先駆けになればと思う。」と強い想いを語られま

した。 

  

 

感染状況ステージが緩和したり、ワクチン接種

が進んだりしても、感染対策には十分な配慮が必

要なため、福祉活動の模索はこれからも続きます。

悩みや難しいことは、活動者だけで抱え込まず、

関係者で話し合うことも大切だと感じます。 

社協は，これからも、地域の方々と一緒に、安

心して暮らせる地域づくりをすすめていきます。 

参加者の発言に耳を傾ける高齢者支援部会部長の 

岡本秀隆さん（写真上左） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q １：日本で接種が進められている新型コロナワクチンにはどのような効果がありますか？ 

 Ａ ：いずれも新型コロナウィルス感染症の発症を予防する高い効果があり、重症化を予防する効果

が期待されています。ワクチンを接種して免疫がつくまでに 1～2週間程度かかり、免疫がつい

ても発症予防効果は100%ではありません。 

Q ２：ワクチンを接種した後も、マスクは必要ですか？  

 Ａ ：ワクチンを接種した方からの感染をどの程度予防できるかはまだわかっていません。 

引き続き、皆様に感染予防策を継続していただくようお願いします。 

 

 

 三原市内でも新型コロナのワクチン接種が進んできました。わたしの周りでも、接種してどうだ

ったかという話をたくさん耳にするようになりました。今回はワクチン接種のQ＆Aを紹介します。

ワクチンを打った人もまだの人も、コロナワクチンについて正しく理解しましょう☆ 

本郷地域センター 

「さくらんぼ本郷」は、本郷地区社会福祉協議

会が主催するサロンです。地区内の 70 歳以上の

高齢者を対象に、毎週月曜日に本郷支所別館で開

催しています。7 月 11 日に「三原市新型コロナ

感染拡大防止集中対策」の実施期間が終了し、活

動を再開されました。 

訪問した 7 月 19 日（月）は、参加者の他に、

総合技術高校の3年生の生徒が9人来てくれまし

た。「『365 歩のマーチ』体操」や、「漢字色当て

ゲーム」、「どんぐりじゃんけんゲーム」など、学

生たちが考えたゲームで盛り上がりました。楽し

さから、自然と笑顔が溢れ，和やかなひとときと

なりました。「やっぱり若い子が来てくれると元

気をもらえるね。」と支援者側も喜んでいました。  

参加者も支援者も、コロナ禍での自粛期間を経

て、サロンが生活になくてはならない活動になっ

ていたことを改めて実感されたようです。 

 

サロンと総合技術高校の生徒との交流は以

前からありましたが、約１年前から月１回程度

の頻度で行われています。きっかけは、学校側

から「地域の高齢者と交流する機会がほしい」

と相談があり、サロンに来てもらったことでし

た。サロンを通じて、年齢や性別に関わらず、

たくさんの人とのつながりが生まれています。 

社協は、今後もサロンをはじめとした地域の

活動に寄り添いながら、つながり合う活動を応

援していきます。 

 

※引用：厚生労働省ホームページ「新型コロナウィルスワクチンについて」 

URL https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html 

 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html

